
非常災害対策マニュアル 

放課後等デイサービス SUN 

1. 事業所概要 

• 事業所名：放課後等デイサービス SUN 

• 所在地：札幌市東区北 23条東 7丁目 3-10 

• 管理者・代表：鈴木 辰郎 

• 常勤職員：大西 哉人、松島 颯汀 

2. 災害時の役割分担と持ち出し担当 

災害発生時は、以下の体制で迅速に行動し、指定の非常持ち出しセットを携行します。 

• 総括責任者（鈴木 辰郎） 

• 役割：全体の指揮、行政・関係機関への報告、最終避難判断 

• 携行品：重要書類（児童カルテ、契約書、事業所印） 

• 避難誘導班（大西 哉人） 

• 役割：児童の点呼・安全確保、避難経路の確保、避難誘導 

• 携行品：非常持ち出しセット（救急用品・ホイッスル・誘導灯） 

• 通報・連絡班（松島 颯汀） 

• 役割：119番・110番通報、保護者への緊急連絡、情報収集 

• 携行品：非常持ち出しセット（通信機器・予備バッテリー・保護者連絡先名簿） 

3. 避難場所と避難経路 

状況や災害の進行度合いに応じて、以下の場所に段階的に避難します。安全のため、歩道があ

り安全に移動できる東 7丁目線や宮の森北 24条通（主要道路）をベースとした避難経路を推奨

します。 

• 一時避難場所（つくし公園） 

• 役割：揺れや初期火災から一時的に身の安全を確保し、児童を安全に集結させる場所。 

• 避難経路：事業所を出て東 7丁目線を北へ進む ➔ 北 24条の交差点を左折（西へ） ➔ 

東 6丁目の区画に入り、右手のつくし公園（北 24条東 6丁目 2）へ入る。 

• 指定緊急避難場所（北園小学校） 

• 役割：災害の危険が差し迫った際、命を守るために緊急的に逃げ込む場所。 

• 避難経路：事業所を出て東 7丁目線を北へ進む ➔ 北 24条の交差点を左折（西へ） ➔ 

東 4丁目線を右折（北へ） ➔ 北 25条を左折し、右手の札幌市立北園小学校（北 25条

東 4丁目 3）へ入る。 

• 指定避難場所（法照寺） 

• 役割：避難生活が必要になった場合、一定期間滞在する場所。 

• 避難経路：事業所を出て東 7丁目線を北へ進む ➔ 北 24条の交差点を左折（西へ） ➔ 

東 5丁目線を右折（北へ） ➔ 左手の真宗大谷派 金龍山法照寺（北 24条東 5丁目 2-15

）へ入る。 



4. 災害別対応の手順 

• 地震 

• 揺れが収まるまで机の下などで児童の頭部を保護します。 

• 揺れ収束後に火の元確認と出入口を確保します。 

• 推奨ルートに沿って一時避難場所（つくし公園）へ誘導し、危険が迫る場合は指定緊急

避難場所（北園小学校）へ移動します。 

• 火災 

• 大声で周囲に周知します。 

• 松島職員が 119番通報を行います。 

• 初期消火（天井発火時は即断念）を試みつつ、大西職員の誘導で一時避難場所（つくし

公園）へ速やかに退避します。 

5. 非常持ち出しセット・備蓄チェックリスト（毎月定期点検） 

すぐに持ち出せるよう、リュック等にまとめて定位置に保管します。 

• 救急・衛生：絆創膏、消毒液、包帯、ウェットティッシュ、マスク、簡易トイレ 

• 情報・通信：スマホ充電器、モバイルバッテリー、携帯ラジオ、筆記用具 

• 児童対応：児童名簿（保護者連絡先含む）、福祉用具（必要な児童のみ）、予備のおやつ 

• 防寒・その他：懐中電灯、乾電池、軍手、アルミブランケット、飲料水 

6. 避難後の対応と引き渡し 

• 安全確認：避難完了後、大西職員が児童を点呼し鈴木代表へ報告します。 

• 保護者連絡：松島職員が速やかに連絡網（メール等）で児童の無事、および現在の避難場所

（つくし公園 / 北園小学校 / 法照寺）を伝達します。 

• 直接引き渡し：事前登録された保護者等へ直接手渡しすることを徹底し、身元確認を行いま

す。 

7. 防災訓練計画 

職員の対応力向上と児童の安全意識向上のため、年 2回の定期訓練を行います。 

• 春季訓練（5月頃実施）：新年度の利用児童・新任スタッフを対象とした、基本的な避難経

路の確認と火災想定訓練。 

• 秋季訓練（10月頃実施）：震災や冬期直前の天候悪化を想定した、応用的な避難誘導および

非常持ち出し品の確認訓練。 

8. 保護者との連携・周知計画 

障害児の安全の確保に関して保護者との連携が図られるよう、保護者に対し、当該計画に基づ

く取組の内容等について周知します。 

• 重要事項説明書への記載と説明：新規契約時および毎年の更新時に、本マニュアルの概要（

避難場所、連絡方法、引き渡しルール）を保護者へ対面で説明し、同意を得ます。 

• マニュアルの配布・開示：本マニュアルを保護者に配布（または連絡アプリ等で共有）し、

いつでも確認できるようにします。また、事業所内の見やすい場所に避難経路図とともに掲

示します。 



• 避難訓練の実施報告：春・秋の避難訓練実施後、訓練の内容や児童の様子について連絡帳や

事業所便りを通じて保護者へ報告し、防災意識の共有と連携を図ります。 


